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要旨：粒状化再生骨材の密度，吸水率，微粒分量および粗粒率に影響を及ぼす要因を把握するため，製造時に

混入する洗い水，粒状化再生骨材の試験材齢，撹拌方法，原コンクリートの配合および粒状化材料の種類を

変数として検討した。その結果，粒状化再生骨材の品質の変化は，撹拌方法の違いによる影響が顕著であり，

細骨材はアジテータ車で撹拌した場合，重機で撹拌する場合よりも絶乾密度は大きく，吸水率は小さくなる

傾向となった。粗骨材は，細骨材とは反対で，アジテータ車撹拌の場合，重機撹拌よりも絶乾密度は小さく，

吸水率は大きくなる傾向となった。 
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1. はじめに 

現在，コンクリート工事現場で余ってしまった残コン

クリート，現場で使用されずに生コンクリート工場（以

下，生コン工場）に戻ってくる戻りコンクリートに，吸

水作用のある高分子系の薬剤や紙粉等（以下，粒状化材

料）を添加し撹拌することで，生コンの流動性を著しく

低下させ，粒状にした生コン由来の骨材（以下，粒状化

再生骨材）が開発されている。 

 （一社）生コン・残コンソリューション技術研究会（以

下，RRCS）1)では，これらの課題に取り組むために，2022

年度に 42 工場にて粒状化再生骨材の全国試験を実施し

た 2)。2023 年度には，令和 5年度経済産業省 国際ルー

ル形成・市場創造型標準化推進事業に採択され，“資源循

環ビジネスモデルに資する粒状化再生骨材に関する JIS

開発”3)にて，3 年計画で粒状化再生骨材の規格化を検討

する委員会（以下，粒状化再生骨材 JIS 委員会，委員長：

阿部道彦・工学院大学名誉教授）を立ち上げた。 

本報告では，2023 年度に粒状化骨材 JIS 委員会活動の

一環で行った粒状化再生骨材の骨材試験の結果について

報告する。 

 

2. 実験概要 

2.1 骨材試験項目および試験方法 

 骨材試験項目は，表－1に示す通り，絶乾・表乾密度，

吸水率，微粒分量および粗粒率とした。粒状化再生細骨

材は表面乾燥飽水（以下，表乾）状態の判別が難しいこ

とが予想されたため，JIS A 1134 の 4.e)の突き棒の先端で

フローコーンの約 1/3の高さの位置を四方から 10回ずつ

軽く叩いて表乾を判定する方法を検討したが，明らかに

表面水が存在する湿潤状態でもスランプすることがあっ

たため，JIS A 1109 の 4.d),e)の細骨材試料の上面から突き

棒の重さだけで力を加えず速やかに 25 回軽く突く方法

で，初めてスランプしたときを表乾状態とした。 

2.2 実験シリーズおよび実験概要 

 表－2 に粒状化材料の種別を，表－3 に実験シリーズ

および実験概要を示す。粒状化再生骨材の製造は，0.5m3

の生コンンクリート（以下，原コンクリート）に粒状化

材料を添加して製造し，細骨材と粗骨材に分級した。製

造した粒状化再生骨材は，製造工場 A，B で骨材試験を

実施したほか，それぞれの試料を試験所Cでも試験した。

なお，本報告における試験材齢（以下，材齢）とは，粒

状化再生骨材を製造した日から試験を開始（密度および

吸水率試験であれば吸水を開始）するまでの日数である。 

シリーズ 1 では，アジテータ車（以下，アジ車）のホ

ッパを洗うことを想定して，洗い水を原コンクリート

0.5m3 に対して，無し（0L），少ない（7L），多い（19L）

の 3 水準を設定した。洗い水以外の試験条件は，表－3の

通りであるが，原コンクリートの配（調）合（以下，配
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*3 （株）内山アドバンス 生産・技術部門 技術センター センター長代理（正会員） 

*4 明治大学 理工学部 建築学科 教授 工博（正会員） 

表－1 骨材試験項目および試験方法 

試験項目 試験方法 

絶乾密度 

表乾密度 

JIS A 5023 附属書 A A.5.3 

(JIS A 1109 および 1110， 

3 回の試験結果の平均) 吸水率 

微粒分量 JIS A 1103 

粗粒率 JIS A 1102 

 

表－2 粒状化材料の種別 

粒状化 

材料 

記号 

種別 形状 作用効果 

G1 高吸水高分子 粉末状 高分子が水を吸水 

G2 高吸水高分子 液体状 高分子が水を吸水 

G3 セルロース繊維 綿状 綿状の繊維の隙間に吸水 
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合）18-8-20BB で試験所 C にて試験を行う粒状化再生骨

材は，輸送の都合により材齢 8 日の試験開始となった。 

シリーズ 2 では，粒状化再生骨材の吸水率および微粒

分量は，材齢 3 日以上で安定するという研究報告例 2）が

あることから，試験材齢は 4日および 7 日とした。撹拌

方法の比較は，アジ車撹拌と重機撹拌とし，粒状化材料

G2 については，液体状でアジ車ドラム内に付着する恐れ

があったため，重機撹拌のみとした。本報告のアジ車撹

拌はアジ車に粒状化材料を投入してドラムを回転させて

撹拌し，重機撹拌はアジ車から原コンクリートを 1 度排

出した後，粒状化材料を添加し，油圧ショベルで撹拌し

た。原コンクリートの比較として，呼び方 18-8-20BB と

27-18-20Nの配合とした。粒状化材料の比較として表－2

に示す粒状化材料 3 種類とした。 

3. 実験結果 

 3.1から 3.6までの試験結果は，試験所 C で行った結

果をまとめたものである。密度，吸水率及び微粒分量の

各試験結果は，平均値からの差が JIS の許容値より大き

い場合も試験結果として採用し，平均値を算出した。 

3.1 洗い水の影響（シリーズ 1） 

 図－1 および図－2 に細骨材および粗骨材の品質に対

する洗い水の影響を示す。 

(1) 細骨材 

 18-8-20BBおよび 27-18-20Nのいずれの配合の場合も，

洗い水が多くなるほど，絶乾密度は小さくなり，吸水率

は大きくなった。洗い水が多い（19L/0.5m3）場合の吸水

率は，原コンクリートの配合に関わらず JIS A 5023 附属

書 A.3.2に示す再生細骨材 Lの吸水率の規格値 13％より

やや大きくなる結果となった。 

(2) 粗骨材 

 全体的には洗い水の影響による明確な傾向はみられな

かった。ただし，18-8-20BB で洗い水が多い場合に，絶

 

図－1 洗い水の影響（細骨材） 

 

図－2 洗い水の影響（粗骨材） 
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表－3 実験シリーズおよび実験概要 

シリーズ 検討事項 検討項目および水準 その他の試験条件 製造場所 試験場所 

1 洗い水の影響 

・無（0L/0.5m3） 

・少（7L/0.5m3） 

・多（19L/0.5m3） 

・粒状化材料：G1（高吸水
高分子系） 

・原コンクリートの配合： 

18-8-20BB，27-18-20N 

・アジ車撹拌 

・製造工場 A 
・試験所 C 

（材齢 7 日，8日） 

2 

試験材齢の影響 ・材齢 4 日，7日 

・洗い水：少（7L/0.5m3） ・製造工場 B 

・製造工場 B 

（材齢 4 日，7日） 

・試験所 C 

（材齢 4 日，7日） 

撹拌方法の影響 
・アジ車撹拌 

・重機撹拌 

原コンクリートの 

配合の影響 

・18-8-20BB 

・27-18-20N 

粒状化材料の影響 

・G1（高吸水高分子系） 

・G2（高吸水高分子系） 

・G3（セルロース繊維系） 
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乾密度は大きく吸水率は小さくなっており，付着ペース

トが少なくなった可能性など，原コンクリートとの関係

も含めて詳細な検討が今後必要である。 

3.2 試験材齢の影響（シリーズ 2） 

 図－3および図－4に細骨材および粗骨材の品質に対

する材齢の影響を示す。 

(1) 細骨材 

 材齢 4 日と材齢 7 日を比較すると，絶乾密度は最大で

0.02g/cm³の差が生じたが，大きくなる場合と小さくなる

場合があり，明確な傾向はみられなかった。吸水率は，

最大で 0.42%の差が生じたが，絶乾密度と同様に大きく

なる場合と小さくなる場合があり，明確な傾向はみられ

なかった。微粒分量および粗粒率は，増加する水準や低

下する水準が散見されたが，全体に明確な傾向はみられ

なかった。 

(2) 粗骨材 

 材齢 4 日と材齢 7 日を比較すると，絶乾密度は最大で

0.05g/cm³の差が生じたが，細骨材と同様に大きくなる場

合と小さくなる場合があり，明確な傾向はみられなかっ

た。吸水率は，最大で 0.80%の差が生じたが，絶乾密度

と同様に大きくなる場合と小さくなる場合があり，明確

な傾向はみられなかった。微粒分量および粗粒率は，増

加する水準や低下する水準が散見されたが，全体に明確

な傾向はみられなかった。 

材齢 4 日から材齢 7 日にかけて，全体が増加または低

下するなどの明確な傾向はみられなかったため，材齢 4

日以降の粒状化再生骨材の品質に材齢の影響は小さいと

推察される。 

3.3 撹拌方法の影響（シリーズ 2） 

 図－5 および図－6 に細骨材および粗骨材の品質に対

する撹拌方法の影響を示す。 

(1) 細骨材 

 アジ車撹拌は，重機撹拌に比べて，全体的に絶乾密度

が大きくなり，吸水率は小さくなる傾向となった。また，

粒状化材料 G3 を用いた 18-8-20BB の重機撹拌で製造し

た粒状化再生細骨材は，吸水率が再生細骨材 L の規格値

13%よりやや大きくなった。粗粒率は，アジ車撹拌が重

機撹拌に比べ大きくなる傾向となった。 

(2) 粗骨材 

 アジ車撹拌は，重機撹拌に比べ全体的に絶乾密度が小

さくなり，吸水率は大きくなる傾向となった。この傾向

は細骨材と反対の傾向であった。また，粒状化材料 G1 を

用いた 18-8-20BB の配合および粒状化材料 G3 を用いた

27-18-20N の配合のアジ車撹拌で製造した粒状化再生粗

骨材の吸水率は，再生粗骨材 L の規格値 7%よりも大き

くなった。粗粒率は，アジ車撹拌が重機撹拌に比べ大き

くなる傾向となった。 

粒状化再生粗骨材の吸水率が，重機撹拌よりもアジ車

撹拌の方が大きくなる傾向は，アジ車撹拌はアジ車のド

ラムを回転させて粒状化材料を撹拌させるため，重機撹

拌に比べて粗骨材全体に多くのセメントペーストおよび

モルタル分が付着するためと推察される。 

3.4 原コンクリートの影響（シリーズ 2） 

図－7 および図－8 に細骨材および粗骨材の品質に対

 

図－3 材齢の影響（細骨材） 

 

図－4 材齢の影響（粗骨材） 
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する原コンクリートの影響を示す。 

(1) 細骨材 

原コンクリートの配合 18-8-20BB と 27-18-20N を比較

すると，絶乾密度の最大と最小の幅が 18-8-20BB の方が

大きくなった。同様に吸水率の最大と最小の幅は，18-8-

20BB の方が大きくなった。これは原コンクリートの水

セメント比が 18-8-20BB の方が 27-18-20N に比べて大き

かったため，原骨材に付着するセメントペーストの密度

が小さくなり，粒状化再生細骨材の絶乾密度と吸水率へ

の影響が大きくなったと推察される。微粒分量および粗

粒率については明確な傾向はみられなかった。 

(2) 粗骨材 

 細骨材と同様の傾向で，絶乾密度の最大と最小の幅が

18-8-20BB の方が大きくなった。同様に吸水率の最大と

 

図－7 原コンクリートの影響（細骨材） 

 

図－8 原コンクリートの影響（粗骨材） 
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図－5 撹拌方法の影響（細骨材） 

 

図－6 撹拌方法の影響（粗骨材） 
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最小の幅は，18-8-20BB の方が大きくなった。微粒分量

および粗粒率については明確な傾向はみられなかった。 

3.5 粒状化材料の影響（シリーズ 2） 

図－9および図－10に細骨材および粗骨材の品質に対

する粒状化材料の影響を示す。 

(1) 細骨材 

 粒状化材料 G3 を用いた粒状化再生細骨材は，G1 に比

べて，全体に絶乾密度と吸水率の最大と最小の幅が大き

くなった。  

(2) 粗骨材 

 全体的に粒状化材料の影響による明確な傾向はみられ

なかったが 18-8-20BB の G2 において絶乾密度は大きく

吸水率は小さくなった。付着ペーストが少なかったため

と考えられるが，原因については今後の検討課題である。 

3.6 試験結果の平均値からの差（シリーズ 2） 

図－11 および図－12 に細骨材および粗骨材の試験結

果の平均値からの差を示す。密度および吸水率試験につ

いて，行った各 3回の試験結果における平均値からの差

を比較した。 

(1) 細骨材 

絶乾密度は，平均値から最大 0.02 g/cm³の差が生じた。

吸水率は，平均値から概ね±0.20%程度の差となっている

が，最大 0.56%の差が生じた水準もあった。 

(2) 粗骨材 

 絶乾密度は，平均値から最大 0.03 g/cm³の差が生じた。

吸水率は，平均値から最大 0.48%の差が生じた。 

 粒状化再生細骨材および粗骨材の吸水率は，試験結果

の平均値からの差が 0.2%よりも大きくなる水準がみら

れた。これは，粒状化再生骨材の吸水率が天然骨材より

も大きいことや，原骨材に付着するセメントペーストま

たはモルタルの量が吸水率に影響するためと推察される。 

3.7 試験場所による差（シリーズ 2） 

図－13 および図－14 に細骨材および粗骨材の品質に

対する試験場所による比較を示す。 

(1) 細骨材 

 試験所 C と生コン工場 B の試験結果を比較すると，粒

 

    図－11 試験結果の平均値からの差（細骨材）     図－12 試験結果の平均値からの差（粗骨材） 
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図－9 粒状化材料の影響（細骨材） 

 

図－10 粒状化材料の影響（粗骨材） 
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状化再生細骨材の絶乾密度は，最大 0.07 g/cm³，平均 0.04 

g/cm³の差が生じ，吸水率は最大 1.82%，平均 1.00%の差

が生じた。吸水率の差は，試験所および試験者の表乾の

判定による差が生じたと推察される。微粒分量は，最大

3.2%，平均 1.1%の差が生じた。これは，洗い水が 75μm

ふるいに詰まる場合があり，試験誤差が大きかったと推

察される。粗粒率は，最大 0.56，平均 0.22 の差が生じた。 

(2) 粗骨材 

 試験所 C と生コン工場 B の試験結果を比較すると，粒

状化再生粗骨材の絶乾密度は，最大 0.11 g/cm³，平均 0.06 

g/cm³の差が生じ，吸水率は最大 2.34%，平均 1.33%の差

が生じた。試験所 C が生コン工場 B に比べて，全体に吸

水率が小さくなっていることから粒状化再生粗骨材の表

乾の判定に試験場所および試験者の差が生じたと推察さ

れる。微粒分量は，最大 1.2%，平均 0.5%の差が生じた。

粗粒率は，最大 0.46，平均 0.20 の差が生じた。 

 

4. まとめ 

 粒状化再生骨材の品質に影響を及ぼす要因に関して検

討した結果，本実験の範囲から以下の知見が得られた。 

(1) 粒状化再生骨材の絶乾密度，吸水率，微粒分量および

粗粒率は，材齢 4 日と 7 日を比較すると，原コンク

リートの配合，粒状化材料の種類および撹拌方法に

関わらず，全体に増加または低下するといった明確

な傾向はみられなかった。 

(2) 粒状化再生細骨材の撹拌方法がアジテータ車撹拌の

場合，重機撹拌よりも，絶乾密度は大きく，吸水率は

小さくなる傾向となった。粒状化再生粗骨材は，細骨

材とは反対で，アジテータ車撹拌の場合，重機撹拌よ

りも，絶乾密度は小さく，吸水率は大きくなる傾向と

なった。 

(3) 粒状化再生骨材の吸水率の試験結果は，平均値から

の差が 0.2%よりも大きくなる水準があり，最大

0.56%の差が生じた。 
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図－13 試験場所による差（細骨材） 

 

図－14 試験場所による差（粗骨材） 
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